
犬
正
回
畢
究
居
ニ
ャ

-HMmz種
田
恒
噛
輯
可
【
軽
周
一
回
一
日
費
行
}
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輔

鍛

品

細
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場
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出
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於
け
る
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問
題
・
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戸
数
割
に
於
け
る
調
整
・
・
・
・
・
・
・
主
主
博
士

敷
皐
的
経
済
撃
の
論
理
的
構
造
・
・
・
・
女
畢
博
士

↑
講
買
力
平
債
説
の
一
考
察
・
・
固
・
-
文
摩
博
士

臨

削

仏

師

米
岡
移
民
法
的
改
正
に
就
い
て
・
・
・
法
串
博
士

説

苑

東
京
市
中
心
地
董
間
人
口
調
査
当
・
・
法
事
士

銀
行
の
信
用
膨
脹
に
就
い
て
・
・
・
・
・
経
済
事
士

都

棺

綾

部

小
責
規
模
い
は
小
責
費
用
ご
の
闘
係
・
-
経
済
畢
土

都
市
の
経
棋
倒
的
概
念
ご
本
質
・
・
・
・
・
趨
漕
皐
士

U

古

ム

下

賠
償
金
特
別
曾
計
法
申
吹
正
・
市
町
村
義
務
教
育
費
園
庫
責
措
法
申
改
正
・
輸
出
補
償
法

間

鋒

新
著
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

法
豊
博
士
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購
買
力
平
債
設
の

考
察

(
下
)

官
同

田

保

馬

目
攻

-
岡
際
貸
借
説

l
l二
購
買
力
平
債
説

l
l三
そ
の
難
鈷
(
以
上
前
就
所
載
)
|
|
四
購
買
力
平
領
説
と
統
計
的
資
料

|
i

E
賭
買
カ
苧
債
説
の
緩
和
せ
ら
れ
た
る
形
態
(
以
上
本
験
所
載
〉

!国

購
買
力
平
債
設
さ
一
統
計
的
資
料

-
次
に
、
購
買
力
平
債
設
を
統
計
的
資
料
じ
適
用
す
る
こ
さ
に
つ
い
て
の
困
難
を
考
へ
る
。
所
謂
標
準
的
商
品
の

一
集
圏
(
園
際
貿
易
に
出
入
す
る
重
要
商
品
の
一
集
圏
)
に
劃
す
る
一
国
貨
幣
の
内
部
的
、
外
部
的
購
買
力
を
比
較

し
、
そ
の
相
等
し
き
時
期
を
以
て
基
準
ざ
す
る
こ
さ
は
、
困
難
で
あ
る
。
蓋
し
か
、
る
比
較
の
極
め
て
困
難
な
る

の
み
な
ら
歩
、
内
外
購
買
力
の
相
等
し
き
時
期
が
容
易
に
見
出
し
が
た
い
。
例
へ
ば
一
九
一
三
年
度
を
以
て
基
準

年
度
さ
認
む
る
計
算
の
仕
方
が
採
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
此
年
度
に
於
げ
る
震
替
相
場
が
静
的
(
ぞ
れ
さ
購
買
力

卒
債
さ
が
一
致
し
て
ゐ
る
)
で
あ
る
さ
云
ふ
こ
ご
は
論
謹
せ
ら
れ
な
い
。
大
戦
前
、
北
米
合
衆
国
の
物
債
は
英
国

の
そ
れ
よ
り
も
、
英
国
は
濁
逸
よ
り
、
調
逸
は
伊
太
利
よ
り
高
か
っ
た
ご
は
一
部
の
皐
者
じ
認
め
ら
る
、
ぜ
こ
ろ

で
あ
る
。
而
し
て
、
此
一
九
一
一
一
一
年
を
基
準
ご
し
て
各
国
に
於
り
る
通
貨
膨
脹
の
程
度
を
比
耽
し
、
そ
の
後
の
時

言由

叢

購
買
カ
平
債
説
白
一
考
察

第
三
十
一
巻

大
五

第
一
践

占
ハ
豆



3命

叢

購
買
力
平
債
読
の
一
考
察

第
三
十
一
巻

六
六

第

披

六
六

期
に
於
げ
る
購
買
力
平
債
を
算
出
す
る
(
事
が
少
く
も
屡
行
は
れ
て
ゐ
る
)
。
こ
れ
は
ま
づ
貨
幣
数
量
説
じ
伴
ふ
難

動
を
さ
げ
る
こ
さ
が
出
来
ぬ
。
貨
幣
の
封
内
債
値
は
必
や
し
も
貨
幣
数
量
に
仲
ひ
て
動
〈
も
の
で
な
い
が
故
に
、

勿
論
此
難
貼
は
、
貨
幣
数
量
に
よ
る
代
り
に
ま
さ
も
か
ら
一
一
般
物
慣
に
よ
る
ご
き
に
は
、
容
易
に
見
れ
得
る
に
し
て

も
、
基
本
年
度
に
於
て
内
部
的
及
び
外
部
的
の
購
買
力
が
一
致
し
て
ゐ
な
い
マ
」
寸
れ
ば
.
そ
れ
を
基
準
ご
し
て
、

後
の
時
期
の
魚
替
相
場
の
踊
者
す
る
勅
ぞ
見
出
す
こ
干
し
の
計
算
も
亦
正
確
で
ゐ
り
得
ま
い
。
運
賃
及
び
輸
出
入
開

-
税
の
差
引
計
算
に
つ
い
て
困
難
の
仲
ふ
こ
さ
も
、
前
仁
遮
ぺ
た
さ
'
-
ろ
で
あ
る
。
な
ほ
轍
出
入
の
範
固
に
入
h
ノ来

る
商
品
の
み
に
つ
い
て
内
部
的
外
部
的
の
購
買
力
の
比
較
を
行
は
や
、

一
般
物
債
指
数
に
つ
い
て
比
較
を
行
ふ
'
』

さ
か
ら
来
る
困
難
も
、
ま
た
す
で
に
遁
ぺ
た
る
さ
こ
ろ
で
あ
る
。

此
賠
に
つ
い
て
は
所
謂
交
換
方
程
式
の
麗
化
の
作
用
を
考
ふ
る
必
要
が
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
震
替
の

市
場
相
場
が
常
に
購
買
力
卒
債
よ
り
も
下
廻
る
傾
向
が
あ
ら
は
る
れ
ば
、
別
仁
何
等
か
の
理
由
な
き
限
り
は
、
基

準
の
年
度
に
比
し
て
交
換
方
程
式
の
悪
化
し
て
ゐ
る
こ
さ
を
推
測
せ
し
め
る
。
『
資
本
の
移
動
、
賠
償
の
支
梯
、
勢

働
の
相
封
的
能
恵
一
・
の
鍾
化
、
或
は
そ
の
闘
の
特
産
物
に
費
す
る
世
界
需
要
の
強
さ
の
麓
化
さ
云
ふ
如
き
も
の
k

講

に
、
経
梼
聞
学
者
の
所
調
交
換
方
麗
式
に
盤
化
を
生
子
れ
ば
、
購
買
力
卒
債
さ
矯
替
相
場
三
の
平
衡
貼
に
永
久
に
麓

改
せ
ら
る
、
に
至
る
で
あ
ら
う
』
。

此
事
が
例
を
以
て
説
明
さ
れ
亡
ゐ
る
。
今
W
H
二
闘
が
あ
る
ざ
す
る
。
轍
出

品
の
債
格
は
倒
産
品
の
債
格
さ
同
様
に
麓
動
す
る
。
交
換
方
程
式
が
H
側
に
順
さ
な
る
注
せ
よ

(
H
の
生
産
物
が



W
に
よ
り
て
強
〈
需
要
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
)

C

H
の
商
品
の
以
前
よ
り
少
き
数
量
を
以
て
W
の
商
品
の
以
前
さ

同
一
の
数
量
さ
交
換
し
得
ら
れ
る
。

一
九
一
一
二
年
よ
り
一
九
二
三
年
主
で
に
物
債
指
数
は
W
に
於
て
一

O
O
よ
hJ

一
五
五
に
、
H
に
於
て
一

O
O
よ
h
一
六
O
に
上
る
。
是
等
の
指
数
は
園
産
品
八
割
轍
入
品
二
割
よ
内
調
製
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
交
換
方
程
式
は
H
側
に
一
割
有
利
ざ
な
る
、
印
ち
、

H
の
商
品
の
一
定
量
に
て
W
の
商
品
の
以
前
の

敷
量
よ
り
も
一
割
多
〈
を
獲
得
し
得
る
。
結
果
は
・
次
の
如
く
に
な
る
。

(

W

)

 

頁八

一
九
二
三
年
に
於
げ
る
W
の
貨
幣
の
購
買
力
卒
債
は
一
九
一
一
二
年
に
比
し
て
一

O
一
一
一
さ
な
る

(
5
4
5
1
5
0

一
n
n
d
 

題専攻幣貨智氏雨山内部国
司

輸
入
品
債
格
指
数

(

H

)

 

輸
入
品
債
格
指
鍛

一
六
七

)
 

ノ
x
 

(
 

)
 

/
 ?

 
(
 

一
四
八

(y) (x) 

ヨ五

国
際
問
師
同

上

'、

川
j
I既
日
間
同

一
般
商
品
同

一
般
商
品
同

一
六
Q

}
五
五

之
に
反
し
て
震
替
相
場
は
一
九
一
三
年
の
卒
債
に
比
す
れ
ば
九
七

(HB十
回

S
H
E∞
L
S
H
S
)
さ
な
る
。

W
の

H
に
罰
す
る
交
換
方
程
式
の
悪
化
が
永
久
的
の
も
の
ざ
す
れ
ば
そ
の
購
買
力
卒
慣
は
永
久
に
鴬
替
相
場
の
均
衡
償

格
(
上
に
の
ぺ
た
る
静
的
債
格
)
以
上
に
落
っ
く
は
や
で
あ
る
。

な
ほ
前
の
表
に
つ
い
て
の
説
明
を
附
記
す
る
。

3
0
M
H
H
H
}、

F

∞
〕
『
+
日
開

uH
一広田
C

(
ニ
矢
口
】
号
『

A
E

困、+回
M
i
h
H
5
0
0

比
場
合
、

一
九
一
三
年
を
基
準
ざ
し
て
計
算
せ
ら
れ
た
る
購
買
力
平
債
さ
震
替
相
場
の
落
ち
つ
き
ざ
こ
ろ
が
永

E命

購
買
力
平
償
説
の
一
考
察

第

披

六
七

第
三
十
一
巻

叢

六
七

9) 



論

議

購
買
力
平
債
説
白
一
考
察

第
三
十
一
巻

六
八

第
一
波

六
八

久
に
離
れ
る
さ
云
ふ
こ
さ
が
ど
ニ
ま
で
許
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。

A
1
の
僻
定
に
於
て
は
、
各
国
の
生
産
物
は

貿
易
口
問
(
ま
へ
の
符
競
に
於
け
る
H
A
)
ぜ
園
内
の
特
産
に
し
て
而
も
園
内
消
費
に
限
局
せ
ら
れ
た
る
商
品
(
C
C
)

さ
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
H
W
雨
闘
に
共
通
な
る
商
品
(
B
Y
)
が
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
現
買
に
は
か
う

云
ふ
候
件
が
奥
へ
ら
れ
な
い
、
常
に
前
掲
の
表
に
於
て
国
産
品
さ
し
て
あ
げ
ら
れ
た
る
も
の
也
、
内
に
は
、
雨
園
仁

共
通
に
生
産
せ
ら
れ
消
費
せ
ら
る
、
商
品
を
合
む
で
あ
ら
う
。
き
う
す
る
ぜ
事
情
は
次
の
如
く
に
な
る
。

H
園
内
の
人
々
は
一
六
一
二
三
百
ふ
高
い
慣
格
を
掛
っ
て
圃
産
品
(
少
く
も
そ
の
一
部
分
プ
佐
賀
ふ
よ
り
も
、
九
七

の
貨
幣
を
以
て
W
闘
の
貨
幣
一

0
0を
獲
得
し
、
こ
れ
を
以
て
一
五
二
の
安
い
債
格
を
以
て
W
の
同
種
類
の
商
品

を
買
ム
で
ゐ
ら
う
。
同
一
致
量
の
商
品
が
園
内
に
於
て
は
二
ハ
一
二
、

W
か
ら
買
へ
ば
一
四
八
で
入
手
せ
ら
れ
る
か

ら
。
か
く
し
て
、
国
産
品
の
債
格
は
低
落
す
る
、
魚
替
相
場
は
騰
貴
す
る
(
支
梯
勘
定
建
)
。
此
運
動
は
や
は
り
、

購
買
力
平
債
を
し
て
震
替
相
場
ぜ
極
め
て
近
〈
接
近
せ
し
む
る
さ
こ
ろ
ま
で
進
む
は
十
で
ゐ
る
。
た
va
、

さ
が
よ
ほ
ど
特
有
な
る
性
質
を
有
し
.
ぞ
れ
ハ
¥
W
H
雨
闘
の
何
れ
か
に
於
て
の
み
需
要
せ
ら
れ
、
且
つ
需
要

X

T」

X

園
の
相
手
同
に
於
て
の
み
生
産
せ
ら
る
、

ε云
ふ
事
情
が
存
す
る
限
り
、
且
っ
そ
の
貰
買
が
外
国
貿
易
に
於
て
占

む
る
意
義
の
限
度
に
於
て
の
み
、
購
買
力
平
債
さ
鴻
替
相
場
さ
を
引
き
は
な
し
得
る
作
用
を
も
っ
。
私
は
同
様
な

る
考
方
に
よ
り
て
、
賠
慣
の
支
榔
資
本
の
移
動
の
如
き
も
の
て
て
も
、
そ
の
後
の
年
度
に
於
り
る
震
替
相
場
の
落
ち

っ
き
所
を
基
準
の
年
度
か
ら
算
出
し
た
る
購
買
力
卒
債
さ
永
久
に
離
れ
し
め
る
さ
は
考
へ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。



五

購
買
力
平
債
設
の
緩
和
せ
ら
れ
た
る
形
態

購
買
力
平
慣
設
は
そ
の
緩
和
せ
ら
れ
た
る
形
態
に
つ
い
て
云
ふ
さ
き
、
物
慣
が
常
に
必
や
矯
替
相
場
を
決
定
す

る
ご
一
式
ふ
一
方
的
因
果
関
係
を
認
む
る
の
で
は
な
い
。
鴻
替
相
場
の
量
動
が
(
よ
し
そ
れ
が
購
買
力
の
比
率
に
基

か
ぎ
る
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
)
ま
た
物
債
の
上
に
撞
勤
を
及
ぼ
す
こ
さ
を
認
め
る
。
而
し
て
、
此
場
合
の
麺
動

の
結
果

t
、
落
も
つ
く
さ
こ
ろ
は
一
般
物
債
の
比
率
さ
鴻
替
相
場
さ
の
相
一
致
す
る
ざ
こ
ろ
に
あ
る
、
物
慣
が
震

替
相
場
伝
決
定
『
る
場
合
仁
一
附
け
る
艶
勤
の
進
み
行
〈
先
も
み
、
こ
じ
ゐ
る
。
か
く
て
、
結
局
の
委
に
於
て
は
、
印

も
静
的
賦
態
に
於
て
は
、
購
買
力
平
債
す
」
潟
替
相
場
さ
は
相
一
致
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
さ
云
千
』
さ
な
る
。

此
緩
和
せ
ら
れ
た
る
形
態
仁
於
け
る
購
買
力
平
償
詑
は
、
購
買
力
平
慣
が
必
中
し
も
潟
替
相
場
を
決
定
す
る
も
の

さ
は
見
守
、
二
者
の
聞
係
を
相
互
作
用
、
従
ひ
て
画
敷
的
関
係
さ
見
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
に
も
越
ペ
た
る
が

如
く
、
活
替
相
場
を
以
て
外
国
貨
幣
さ
云
ふ
一
商
品
の
債
格
ざ
し
て
見
る

(
又
は
自
国
貨
幣
を
外
国
に
於
げ
る

商
品
さ
し
て
み
る
)
立
場
か
ら
の
嘗
然
の
結
論
で
あ
る
。
何
さ
な
れ
ば
一
般
均
衡
の
理
論
は
、
す
ぺ
て
の
財
の
慣

格
の
聞
に
、
画
教
的
関
係
の
普
遍
的
に
支
配
す
る
の
を
認
む
る
の
で
あ
る
か
ら
。
か
い
く
て
、
購
買
カ
平
慣
は
潟
替

相
場
を
一
義
的
に
決
定
す
る
さ
こ
ろ
の
原
因
で
は
な
い
。
第
一
に
、
そ
れ
は
現
賓
の
潟
替
相
場
の
方
向
、
性
質
を

、
、
、
、

認
識
せ
し
な
る
め
じ
る
し
で
あ
る
。
震
替
相
場
が
ぞ
れ
さ
合
一
し
て
ゐ
る
か
、
離
れ
て
ゐ
る
か
に
よ
り
、
又
如
何

第
三
十
一
巻

論

叢

購
買
カ
卒
償
読
の
一
考
察

六
九

第

貌

r、
丸



3歯

議

難
買
カ
平
慣
説
。
一
考
察

第
三
十
一
巻

七
O

第
一
蹴

七
O

な
る
方
向
に
離
れ
て
ゐ
る
か
に
よ
り
、
そ
れ
が
静
的
な
る
矯
替
相
場
で
あ
る
さ
否
之
を
し
ら
し
め
、
又
本
ゆ
る
ぺ
き

費
動
の
方
向
さ
、
ぞ
の
種
動
の
程
度
が
ど
れ
ほ
ど
の
幅
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
さ
を
認
め
し
め
る
。
第
二
に
、
貿

易
上
の
政
支
が
園
際
貸
借
の
主
要
な
る
決
定
者
で
あ
る
限
り
、
而
し
て
、
資
本
の
流
出
入
、
賠
償
金
の
移
動
の
如

き
は
比
鞭
的
に
偶
然
的
な
る
要
素
で
あ
る
限
り
、

一
般
物
慣
が
鴻
替
相
場
を
決
定
す
る
こ
芝
、
特
に
強
し
ご
一
冨
ひ

特
る
。
加
之
、

一
闘
の
貨
幣
政
策
の
影
響
は
最
も
敏
戚
に
囲
内
物
債
の
上
に
現
は
れ
る
、
而
し
て
、
漸
く
後
に
宝

り
て
の
み
、
矯
替
相
場
の

K
に
及
ぶ
。
こ
の
頃
」
さ
は
説
明
せ
ら
れ
易
き
事
柄
で
あ
る
さ
思
ふ
む
こ
れ
ら
の
事
情
か

ら
し
て
、
物
債
の
震
替
を
決
定
す
る
こ
さ
は
一
般
に
、
震
替
に
よ
b
て
物
慣
の
決
定
せ
ら
る
、
こ
さ
よ
り
も
蓮
に

強
い
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
購
買
力
卒
債
設
の
本
質
が
貨
幣
慣
値
の
指
針
ざ
し
て
は
封
内
的
購
買
力
の
方
が
潟

替
の
市
場
相
場
よ
り
も
結
局
信
壊
す
る
に
足
る
ご
考
ふ
る
黙
に
あ
り
、
三
一
式
ふ
の
は
大
抵
此
意
味
で
あ
る
。

ヲ』

A
v

・、

中
i

、、，

一
歩
を
立
入
り
て
債
格
論
的
に
吟
味
す
る
さ
き
に
は
、
此
緩
和
せ
ら
れ
た
る
姿
に
於
け
る
購
買
力
平
債

読
ぜ
て
も
、
震
替
の
静
的
債
格
の
究
極
的
な
る
説
明
で
は
な
い
c

こ
れ
を
奥
へ
む
が
潟
に
は
、
す
イ
て
の
種
類
の

商
品
に
劃
す
る
雨
凶
の
需
要
画
数
さ
供
給
画
数
さ
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
上
に
、
各
商
品
ご
さ
の
運
賃

轍
肉
入
税
を
加
算
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
又
他
方
に
於
て
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
的
な
る
震
替
債
格
に
つ
れ
て
こ
れ
ら

の
捷
化
す
る
委
が
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
、
ぞ
れ
ら
の
相
互
決
定
作
用
の
聞
か
ら
震
替
相
場
の
一
義
的

に
成
立
す
る
事
情
を
明
じ
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
は
こ
れ
ら
の
す
ぺ
て
の
事
情
が
方
程
式
の
形
に
収
め
ら



れ
、
ぞ
れ
ら
か
ら
決
定
せ
ら
る
、
未
知
数
の
一
む
し
て
、
潟
替
相
場
が
考
へ
ら
る
〉
乞
要
す
る
。

さ
う
す
る
さ
き
、

震
替
相
場
の
落
ち
つ
く
ぺ
き
静
的
標
準
は
一
般
物
債
の
比
率
ご
し
て
購
買
力
平
債
ご
精
密
に
合
一
す
る
も
の
で
は

な
い
で
あ
ら
う
。

た
い
誌
、
今
ま
で
の
ぎ
ニ
ろ
、
前
述
の
試
み
が
完
成
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
、
一
首
は
Y
近
接
値
の
意
味

に
於
て
、

し
ば
ら
く
購
買
力
平
債
を
以
て
そ
れ
に
擬
す
る
こ
之
、
ぞ
れ
は
意
義
め
る
こ
ぜ
で
あ
る
さ
思
は
れ
る
。

『
緩
和
さ
れ
た
購
買
力
平
債
説
』
白
名
瀬
は
こ
れ
を
山
崎
博
士
に
借
る
も
の
で
あ
る
。
此
名
稀
の
恥
で
は
な
い
。
購
買
力
平
慣
説
に
関
す
る
山
崎

博
士
の
見
解
に
責
ふ
と
こ
ろ
頗
る
多
い

U

そ
の
特
級
な
る
見
解
日
外
に
私
の
到
達
し
で
ゐ
る
と
と
ろ
は
何
物
も
な
い
。

府
内
替
と
物
慣
と
の
相
瓦
作
用
を
認
め
、
而
也
貨
幣
の
内
部
的
外
部
的
購
買
力
の
釣
合
ふ
と
に
ろ
に
匁
脊
相
場
の
落
ち
つ
〈
誌
を
認
む
る
立
場
は
、

ζ

の
緩
和
せ
ら
れ
た
る
形
の
購
買
力
千
億
設
と
し
て
、
数
へ
得
る
と
思
ふ
。
き
う
す
る
在
、
ヵ
ッ
セ
ル
、
ミ
イ
ゼ
メ
の
購
買
カ
卒
倒
説
に
尿
針
的

批
許
を
試
み
る
人
々
と
て
も
多
〈
は
之
に
麗
し
よ
う
。

購
買
カ
平
債
説
に
ヲ
い
て
か
ヲ
て
加
へ
た
る
批
評
を
附
記
す
る
。

『
所
謂
購
買
カ
卒
慣
説
に
二
重
の
難
勤
が
含
ま
れ
る
誇
で
あ
る
。
第
一
、
全
然
輸
出
入
の
関
係
な
き
財
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
，
ぞ
れ
の
債
絡
は
鴛
替

相
場
に
関
係
な
聖
筈
で
あ
る
、
従
ヲ
て
一
般
購
買
力
が
直
に
貨
幣
の
購
買
カ
を
決
定
す
る
と
は
云
ひ
難
い
。
勿
論
ナ
べ
て
の
財
の
債
格
は
何
等
か

の
相
閲
閥
係
に
立
ち
て
相
作
用
し
相
均
衡
す
る
、
従
っ
て
輸
出
入
に
全
然
関
係
な
き
(
そ
れ
自
慢
輸
出
入
せ
ら
れ
ず
、
又
他
の
財
の
輸
出
入
に
よ

り
で
影
響
せ
ら
れ
ず
、
且
つ
影
響
せ
ぎ
る
)
財
は
存
在
し
な
い
で
あ
ら
う
。
然
れ
ど
も
此
関
係
の
程
度
極
め
て
薄
奇
数
多
の
財
に
至
り
で
は
、
そ

の
債
格
と
鴛
替
相
場
と
白
聯
絡
が
極
め
て
乏
し
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
駄
が
か
白
平
債
説
に
於
て
看
過
せ

b
れ
て
ゐ
る
。
第
二
、
健
替
相
場

が
購
買
カ
の
比
例
に
一
致
す
る
こ
と
あ
り
と
す
る
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
、
免
替
相
場
が
此
比
例
に
落
ち
つ
〈
結
果
で
は
な
い
。
寧
ろ
購
買
カ
が

策
替
相
場
に
逗
隠
し
遁
隠
し
た
る
結
果
な
り
と
凡
な
け
れ
ば
な

b
ぬ
。
例
へ
ば
、
貨
幣
の
艶
外
債
値
が
鈴
り
に
下
落
す
る
時
は
、
此
貨
幣
を
以
て

鴛
替
を
買
ふ
こ
と
に
よ
り
で
謝
外
債
務
を
支
梯
ふ
よ
り
も
、
商
品
の
輸
出
に
よ
り
て
之
を
支
椀
ふ
こ
と
が
有
利
で
あ
る
。
其
結
果
内
岡
商
品
の
慣

1骨
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格
騰
貴
と
な
り
鴛
替
相
場
白
下
落
と
な

P
、
此
白
知
〈
に
し
て
後
者
は
購
買
カ
の
比
例
に
一
致
せ
む
と
ナ
る
。
鴛
替
相
場
が
貿
易
以
外
の
園
際
賃

借
に
よ
り
で
も
、
主
た
決
定
せ
ら
る
ふ
と
ζ

ろ
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
購
買
力
白
比
例
以
外
に
積
立
白
決
定
原
因
を
有
ナ
る
。
而
し
で
之
に
よ

り
て
定
め
ら
れ
た
る
劣
替
相
場
が
一
般
購
買
力
白
費
動
を
促
が
し
か
〈
で
そ
れ
自
慢
を
購
買
力
卒
債
に
一
致
せ
し
め
る
。
云
は
ピ
相
互
作
用
相
互

遁
謄
の
関
係
が
そ
こ
に
存
在
ナ
る
誇
で
あ
る
。

雨
固
に
於
け
る
購
買
力
の
比
例
と
矯
替
相
場
と
の
関
係
は
、
た

Y

一
の
平
行
関
係
と
し
て
の
み
、
近
似
的
に
是
認
せ
ら
れ
る
。
貨
幣
毅
量
と
物

領
、
と
の
関
係
も
主
た
一
白
一
統
計
的
法
則
、
郎
ち
一
の
平
行
関
係
と
し
て
是
認
せ

b
れ
る
。
此
二
者
を
結
び
付
〈
る
結
果
は
、
然
替
相
場
主
爾
固
に

於
け
る
貨
幣
白
数
量
と
の
聞
に
一
一
櫨
の
平
行
的
関
係
が
認
め

b
る
ふ
己
左
与
な
る
。
貨
幣
数
量
設
に
従
へ
ば
各
園
白
貨
幣
数
量
白
一
種
勤
に
よ
HJ
て

得
替
相
場
が
拠
定
せ
ら
る
、
品
薄
で
あ
る
。
然
れ
V
」
も
、
貨
幣
数
量
説
を
Lt-
ら
ざ
る
場
今
ー
と
い
~
ど
も
、
な
ほ
此
数
量
の
調
節
に
よ
り
で
矯
替
相
場

の
左
右
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
別
に
述
べ
た
る
と
と
ろ
に
よ
り
て
推
知
せ

L
れ
よ
う
。

た
Y
此
桶
立
噛
岨
際
の
過
程
に
よ

P
て
、
物
債
を
離
れ
た
る
鴛
替
の
建
動
、
一
苫
は
ピ
鴛
替
の
一
物
債
へ
の
干
渉
は
第
二
弐
的
、
偶
然
的
白
も
の
に
し

て
、
終
済
が
正
常
的
進
行
白
過
程
を
と
る
間
は
、
物
慣
が
鴛
替
を
決
定
ナ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
一
司
は
Y
購
買
カ
卒
債
の
鴛
替
を
決
定
ナ
る
の

が
「
根
本F
過
程
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
叫
私
は
此
見
方
を
も
背
定
し
よ
う
と
思
ふ
。
た
ピ
今
主
で
の
事
責
に
於
て
鴛
替
の
物
債
に
謝
す
る
干
渉
の
程
度

が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
に
ヲ
い
て
は
統
計
的
考
査
を
必
要
と
す
る

4

な
ほ
、
国
際
貸
借
説
さ
購
買
力
平
債
設
定
の
閥
係
は
、
之
を
商
品
の
債
格
に
闘
す
る
需
要
供
給
設
さ
、
生
産
費

設
さ
の
関
係
じ
類
似
す
さ
見
る
見
解
が
、
大
韓
に
於
て
誤
っ
て
ゐ
な
い
さ
岡
山
ふ
。
此
意
味
じ
於
て
購
買
力
平
債
じ

於
て
定
ま
る
ご
こ
ろ
の
怨
替
相
場
は
一
の
静
的
債
格
で
あ
る
。
或
る
立
場
か
ら
は
、
需
要
供
給
設
が
す
で
に
一
の

奥
へ
ら
れ
た
る
債
格
か
ら
出
援
す
る
も
の
、
従
ひ
て
債
格
の
盤
動
を
し
か
説
き
得
ぎ
る
も
の
で
あ
る
が
如
く
、
圃

際
貸
借
設
も
ま
た
、
奥
へ
ら
れ
た
る
滞
替
相
場

F
ら
出
費
し
、
そ
の
麓
動
を
説
明
し
得
る
に
止
ま
る
も
の
で
ゐ
る
、
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さ
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
れ
ぎ
も
、
商
品
債
格
に
闘
す
る
需
要
供
給
設
も
(
こ
れ
を
も
素
朴
的
な
る
形
式
の
も
の
さ

し
て
解
せ
、
さ
る
限
り
)
一
商
品
の
債
格
そ
の
も
の
、
大
き
そ
の
も
の
、
決
定
を
説
明
し
得
る
(
ぞ
れ
が
他
の
財
の
慣

格
を
前
提
ご
し
て
ゐ
る
こ
さ
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
)
。

ニ
れ
ど
同
様
に
、
国
際
貸
借
設
さ
て
も
、
震
替
相
場
の

大
き
そ
の
も
の
を
十
分
仁
一
説
明
し
得
る
は
十
で
あ
り
、
そ
の
明
に
し
得
る
芯
こ
ろ
は
潟
替
相
場
の
麗
勤
に
止
ら
ぬ

は
や
で
あ
る
コ
支
梯
の
均
衡
が
成
立
し
得
る
た
め
に
は
、
震
替
の
需
給
が
相
釣
合
ふ
こ
さ
を
要
し
、
此
釣
合
は
そ

の
需
要
供
給
が
ぞ
れ
介
¥
需
要
慣
格
供
給
債
格
の
画
数
で
あ
る
が
故
に
の
み
可
能
で
あ
る
。
而
も
、
此
画
敢
闘
係

は
現
在
の
燭
替
相
場
か
ら
は
原
理
上
、
濁
立
に
定
ま
る
。

今
車
純
な
る
一
例
一
不
を
ミ
ユ
ラ
ア
の
著
者
か
ら
借
る
。
偽
、
填
雨
園
、
従
ひ
て
プ
ラ
ン
ざ
グ
ロ
ォ
、
ネ
シ
さ
の
間

の
鴻
替
相
場
は
、
究
の
如
き
需
要
供
給
の
閥
係
か
ら
定
ま
る
ぎ
す
る
。
而
も
こ
の
需
要
画
敷
供
給
画
敷
そ
れ
自
韓

は
国
際
貸
借
の
事
情
ぞ
の
も
の
を
示
す
に
外
な
ら
ぬ
ω
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設
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叢

購
買
力
平
債
説
白
一
考
察

第
三
十
一
巻

七
四

第

J)}f; 

七
四

同
町
{
}
比
可
也
斗
廿

υ
¥
H
(
}
由

(

)

リ

W
山

w
q

日
吋
色
C
C
(
}
{
)

由

--cc(}

回
、
ロ
斗
廿

ν
¥
H号

印
(
)
リ

v
哨

H
¥

日
山

co---

moc----

三
グ
ロ
ォ
、
ネ
ン
が

0
・
=
二
二
フ
ラ
ン
以
上
、

一
子
玉
O
ク
ロ
オ
ヰ
ン
が

0
・
二
九
フ
ラ
ン
以
下
の
相
場
に
定
ま
る

で
あ
ら
う
。
隻
方
の
需
要
画
数
は
す
ぺ
て
闘
際
貸
借
の
事
情
が
之
を
決
定
す
る
。
云
ひ
か
ふ
れ
ば
、
国
際
貸
借
の

事
情
そ
の
も
の
、
中
に
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
者
し
、
園
際
貸
借
設
の
内
容
が
一
般
に
か
〈
解
す
る
こ
さ
を
許
さ
や

ザ
」
一
エ
ふ
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
在
は
自
ら
之
を
此
の
如
〈
解
し
て
ゐ
る
ご
一
耳
ふ
よ
り
外
は
な
い
。

た
Y
前
表
に
於
け
る
鱒
需
要
は
各
債
格
に
於
て
新
に
添
加
せ
ら
る
、
敷
量
さ
、
ぞ
れ
よ
り
も
都
合
あ
し
き
債
格

じ
於
げ
る
需
要
数
量
さ
の
和
仁
外
な
ら
向
。
此
各
債
格
に
於
て
新
仁
需
要
せ
ら
る
、
載
量
を
云
ふ
も
の
が
、
国
際

牧
支
の
事
情
を
反
映
す
る
、
云
は
ば
そ
の
各
項
目
の
扶
況
に
よ
h
て
決
定
せ
ら
る
、
わ
け
で
あ
る
。

か
く
て
園
際
貸
借
設
は
瀦
替
相
場
の
時
々
の
大
き
、
従
ひ
て
そ
の
麹
動
を
も
設
明
し
持
る
は
中
で
あ
る

(
但
し

ぞ
の
大
き
は
需
要
画
数
、
供
給
耐
の
姿
が
奥
へ
ら
れ
て
の
み
説
明
せ
ら
れ
る
)
。
け
れ
ど
も
、
此
麗
勤
の
聞
に
於
て

結
局
落
ち
つ
く
先
の
い
づ
こ
に
あ
る
か
さ
云
ふ
こ
さ
が
、
購
買
力
卒
憤
説
仁
よ
り
て
示
さ
れ
る
。
勿
論
落
も
つ
く

先
の
購
買
力
卒
債
の
大
さ
は
、
在
の
前
に
通
ぺ
た
る
さ
こ
ろ
に
よ
る
ぜ
き
、
現
在
の
雨
園
貨
幣
の
内
部
購
買
力
の

比
率
じ
よ
り
で
は
示
さ
れ
嗣
。
こ
の
ニ
さ
は
、
債
格
の
落
ち
つ
く
先
で
あ
る
生
産
費
が
現
在
の
生
産
費
で
は
な
〈
、

現
在
の
生
産
物
債
格
さ
の
相
互
作
用
に
よ
り
て
定
ま
る
ぺ
き
、
来
る
ぺ
き
生
産
財
の
債
格
に
よ
り
て
定
ま
る
の
ご



規
を
一
に
す
る
。

t
y
誌
に
問
題
ご
し
た
い
の
は
所
謂
交
換
方
程
式
の
悪
化
で
あ
る
。
こ
れ
じ
は
二
の
場
令
を
分
ち
て
考
へ
た
い

さ
思
ム
。
第
一
。
甲
乙
雨
園
の
特
産
品
に
劃
す
る
需
給
関
係
の
麗
化
か
ら
、
例
へ
ば
甲
閣
の
特
産
品
に
劃
す
る
乙

岡
の
需
要
減
じ
、
乙
園
の
特
産
品
に
劃
す
る
印
国
の
需
要
増
加
す
る
こ
さ
か
ら
、
翁
替
相
場
が
購
買
カ
平
慣
(
こ

れ
は
あ
る
年
を
基
準
ざ
し
て
算
出
せ
ら
れ
た
る
)
よ
り
も
甲
闘
に
ぜ
り
て
不
利
な
る
開
に
落
ち
つ
く
。
け
れ
ピ
も

か
う
一
再
ふ
聞
係
は
前
に
も
越
ぺ
わ
ん
る
が
如
く
、
特
産
品
以
外
共
通
に
生
産
し
消
費
せ
ら
る
、
第
三
商
品
群
の
存
す

る
以
上
、
め
h
J
フ
ぺ
か
ら
よ
み
こ
千
し
で
あ
る
。
た
Y
購
買
力
平
憤
ま
で
に
潟
接
相
場
の
落
も
つ
く
過
渡
的
段
階
芯

し
て
の
み
存
し
う
る
事
情
で
あ
ら
う
。
第
二
。
年
々
の
利
子
、
賠
償
金
の
支
掛
さ
云
ふ
が
如
き
事
情
の
震
に
、
購

買
力
卒
債
か
ら
潟
替
相
場
の
離
る
、
こ
ぎ
を
考
へ
得
る
。
而
も
比
離
れ
が
持
矯
的
で
あ
り
、
静
的
で
あ
る
ニ
さ
も

考
へ
得
ら
れ
る
、
ぞ
二
に
一
の
問
題
が
あ
る
。

乙
園
よ
り
甲
固
に
向
ひ
て
す
で
に

E
額
の
資
本
が
流
入
し
、
従
ひ
て
年
々
こ
れ
に
劃
す
る
利
子
が
甲
園
よ
り
乙

固
に
支
榔
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
さ
す
る
、
又
は
甲
園
よ
り
年
々
一
定
額
の
賠
償
金
を
支
梯
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ざ
す
る
。

此
国
際
的
債
務
関
係
が
甲
乙
雨
園
閣
の
潟
替
相
場
の
上
に
如
何
な
る
作
用
を
生
中
る
か
。
十
分
な
る
意
味
に
於
て

静
的
な
る
鴻
替
相
場
申
」
云
ふ
も
の
、
成
立
は
考
へ
が
た
く
思
は
れ
る
。
此
場
合
、
震
替
相
場
は
購
買
力
平
債
ご
相

合
一
し
て
、
そ
こ
に
落
ち
つ
き
得
る
か
。
第
一
。
例
へ
ば
一
定
の
期
間
の
後
に
此
二
者
が
合
一
す
る
さ
き
が
あ
る

E命
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第

競

七占ハ

ざ
す
る
。
市
も
よ
の
後
さ
で
も
、
支
抑
義
務
の
履
行
の
震
に
一
定
の
金
額
が
乙
闘
に
向
ひ
て
流
入
す
る
で
ゐ
ら
う
。

甲
園
側
に
於
て
国
際
貸
借
上
、
格
別
に
有
利
な
る
事
情
の
な
い
限
hJ
、
震
替
相
場
は
甲
固
に
不
利
ご
な
る
。
究
に

こ
れ
に
よ
り
て
甲
闘
の
轍
出
が
促
進
せ
ら
れ
轍
入
が
阻
止
せ
ら
れ
る
、
こ
れ
が
震
替
相
場
を
い
く
ら
か
引
き
も
ざ

き
う
ざ
す
る
。
且
つ
ま
た
甲
圃
の
物
慣
が
騰
貴
す
る
。
か
く
し
て
講
替
相
場
ご
購
買
力
平
慣
さ
が
相
合
一
す
る
に

し
て
も
、
も
は
や
も
芯
の
位
置
ま
で
矯
替
相
場
が
快
復
す
る
の
で
は
な
い
。
同
一
な
る
獲
勤
の
過
程
は
、
債
務
開

係
の
存
鏑
す
る
限
り
無
限
に
繰
一
地
芯
れ
ね
ば
な
ら
時
。
か
く
し
て
，
そ
こ
に
は
到
達
し
持
ら
る
ぺ
き
均
衡
、
ま
こ

さ
の
静
的
な
る
ゑ
替
相
場
さ
云
ふ
も
の
、
成
立
が
考
へ
得
ら
れ
ね
ο

第
二

J

然
ら
ば
、
購
買
力
卒
債
ぎ
は
ゐ
る
一

定
の
聞
き
を
保
も
っ
、
、
を
こ
に
矯
替
相
場
が
落
ち
つ
く
の
で
は
な
い
か
。
郎
ち
年
々
一
定
金
額
の
債
務
を
履
行

し
っ
、
、
而
も
国
際
的
支
梯
均
衡
が
維
持
せ
ら
れ
、
翁
替
相
場
が
盤
動
な
き
を
得
る
の
で
は
な
い
か
。
例
へ
ば
、

年
々
利
子
ざ
し
て
支
抑
は
る
ぺ
き
金
額
だ
け
の
轍
出
超
過
が
あ
り
得
る
高
さ
に
於
て
震
替
相
場
が
落
ち
つ
〈
の
で

は
な
い
か
。
こ
れ
は
事
買
に
於
て
現
に
生
じ
得
る
事
柄
で
あ
る
。
而
し
て
此
大
さ
の
潟
替
相
場
な
ら
ば
い
つ
ま
で

も
持
績
し
得
る
性
質
を
も
っ
。
然
れ
ぎ
も
、
そ
こ
に
ま
こ
さ
の
均
衡
が
あ
る
か
、
そ
こ
に
何
等
の
運
動
の
傾
向
が

ひ
そ
ま
ざ
る
か
さ
云
は
ミ
均
衡
な
く
、
獲
動
の
傾
向
ゐ
り
、
さ
云
は
ざ
る
を
得
ぬ
。
園
際
支
榔
均
衡
さ
云
ふ
も

其
賞
、
個
々
の
経
済
主
瞳
の
行
震
の
綜
合
的
結
果
に
外
な
ら
ぬ
。
今
奥
へ
ら
れ
た
る
が
如
き
事
情
に
於
て
は
、
甲

園
の
物
慣
が
震
替
相
場
の
現
在
の
高
さ
に
於
て
算
出
せ
ら
る
、
さ
き
、
乙
園
の
物
債
よ
り
も
低
位
に
置
か
れ
て
あ



る
、
ぞ
れ
仁
よ
り
て
一
定
金
額
の
轍
出
超
過
が
賞
現
せ
ら
れ
う
る
わ
げ
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
、
此
場
合
、
乙
闘
の

人
々
は
甲
固
か
ら
貿
入
る
と
』
ご
を
有
利
な
り
さ
す
る
で
あ
ら
う
し
、
或
は
甲
園
の
生
産
財
は
園
内
消
費
に
み
て

ら
る
、
商
品
の
生
産
よ
り
轍
出
商
品
の
生
産
に
移
る
の
を
有
利
な
り
さ
す
る
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
、
震
替
相
場

さ
購
買
力
卒
慣
ぎ
が
一
致
す
る
に
至
ら
む

εす
る
傾
向
が
そ
ニ
に
存
立
し
て
ゐ
る
は
や
で
あ
る
。
行
ル
リ
ぉ
矯
替
相
場

が
購
買
力
卒
憤
ま
で
に
引
も
ぎ
ら
う
さ
し
て
も
、
不
利
な
る
貿
易
外
支
抑
超
過
の
潟
じ
、
も
日
ど
り
得
な
い
だ
り
の

こ
ど
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
現
在
の
潟
替
相
場
は
均
衡
的
な
る
債
格
で
あ
る
さ
は
云
は
れ
得
な
い
。
者
し
均
衡

的
な
る
矯
替
相
場
が
成
立
す
る
な
ら
ば
前
越
の
事
情
に
よ
り
で
そ
れ
は
更
に
錘
勤
す
る
で
あ
ら
う
。
か
〈
見
来
れ

ば
、
奥
へ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
け
る
購
買
力
卒
債
は
逃
己
し
ゅ
く
卒
債
で
あ
る
。
震
替
相
場
が
ぞ
・
』
に
落
も
つ
か

む
マ
」
し
て
動
け
ば
、
購
買
力
平
債
は
常
に
先
へ
先
へ
ご
進
行
し
て
ゆ
く
、
従
ひ
て
二
者
の
合
一
は
考
へ
得
ら
れ
な

し、。
輿
へ
ら
れ
た
る
事
情
の
下
に
於
て
存
績
す
る
事
買
は
か
う
な
っ
て
ゐ
る
。
園
際
収
支
は
均
衡
を
保
允
ぎ
る
を
得

ぬ
、
か
く
て
年
々
の
利
子
(
又
は
賠
償
金
)
は
轍
出
超
過
を
以
て
(
又
は
そ
の
他
の
貿
易
外
股
入
を
以
て
)
支
掛
は
れ

っ
、
ゐ
る
。
こ
れ
に
伴
ひ
て
甲
困
の
物
慣
(
金
物
債
)
は
低
位
に
あ
る
。
而
も
こ
の
こ
芝
は
、
囲
内
物
債
の
騰
貴
が

抑
塵
せ
ら
れ
て
は
じ
め
て
可
能
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
利
子
(
今
の
場
合
に
は
国
債
の
利
子
を
考
へ
る
)
又
は
賠
償
金

が
租
税
の
形
式
に
於
て
徴
収
せ
ら
る
、
さ
せ
よ
、
圏
内
の
購
入
能
力
は
不
断
に
そ
れ

rけ
切
り
縮
め
ら
れ
、
物
債

1歯
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が
園
際
的
水
準
(
今
の
例
に
於
て
は
乙
闘
の
水
準
)
ま
で
に
上
昇
し
得
な
く
な
っ
て
ゐ
る
。
戦
後
の
各
固
に
つ
い
て

此
事
情
は
十
分
に
看
取
せ
ら
る
、
ご
思
ム
。
而
も
此
場
合
購
買
力
平
債
さ
潟
替
相
場
さ
の
聞
き
が
存
績
し
て
ゐ
る

故
を
以
て
、
購
買
力
平
債
f
」
潟
替
相
場
の
均
衡
馳
が
永
久
に
麗
改
せ
ら
れ
て
ゐ
る
吉
見
る
の
は
、
そ
の
営
を
得
ぬ

で
わ
ら
'
フ
。
甲
園
内
に
於
け
る
購
入
能
力
の
不
断
な
る
縮
少
の
た
め
に
、
潟
替
相
場
が
購
買
力
平
慣
さ
合
一
し
得

ぬ
過
渡
的
航
態
が
、
を
こ
じ
蓮
捕
し
て
ゐ
る
の
に
外
な
ら
や
ぜ
思
は
れ
る
。

国
際
聞
の
費
本
移
動
の
胸
係
か
ら
、
ポ
ツ
グ
ズ
の
加
き
は
成
熟
せ

Y
る
債
権
闘
、
成
熟
し
た
る
債
権
園
、
成
熟

せ
ざ
る
債
務
刷
、
成
熟
し
た
る
債
務
闘
さ
の
四
の
定
型
を
考
へ
、
そ
れ
ん
¥
の
貿
易
均
衡
の
特
徴
を
あ
げ
て
ゐ
る
o

要
は
、
貿
易
外
牧
支
の
差
額
が
轍
出
入
の
差
額
を
以
て
決
済
せ
ら
る
、
仁
至
る
傾
向
を
認
め
た
る
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
此
傾
向
の
存
す
る
が
震
に
欧
洲
の
物
慣
は
必
然
的
に
米
国
の
物
債
よ
り
も
低
位
に
あ
る
さ
云
ふ
。
た
Y
在

は
比
傾
向
伝
以
て
、
理
論
的
に
必
然
の
も
の
で
あ
る
さ
は
考
へ
ぬ
、
事
象
の
進
行
は
他
の
方
向
を
さ
り
う
る
も
の

で
ゐ
る
さ
も
考
へ
る
。
ニ
れ
は
前
に
の
ぺ
た
る
が
如
く
で
あ
る
。
か
、
る
傾
向
は
恐
ら
く
、

い
く
ら
か
は
園
家
の

意
識
的
な
る
統
制
に
よ
り
て
存
立
し
っ
、
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
か
さ
も
思
ふ
。
そ
の
賠
は
何
れ
さ
も
ゐ
れ
、
不
断

な
る
圃
際
的
債
務
の
履
行
が
如
何
な
る
形
式
を
以
て
行
は
る
、
じ
も
せ
よ
、
債
務
国
の
物
慣
は
購
入
像
力
の
切
下

げ
の
震
に
伸
び
得
ゃ
に
ぬ
る
は
令
で
あ
る
。
不
利
な
る
支
抑
が
園
際
貸
借
の
開
係
上
、
魚
替
相
場
を
債
務
闘
の
側

に
ご
み
り
て
不
利
な
る
地
位
に
置
き
、
こ
れ
が
購
買
力
平
債
さ
震
替
さ
の
聞
き
を
生
や
る
こ
さ
を
述
べ
た
が
、
な
ほ
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事
象
の
他
の
側
面
を
見
ょ
う
。
外
国
資
本
の
利
子
は
必
十
し
も
国
債
の
利
子
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
企
業
舎
祉
の

世
債
の
利
子
、
又
は
配
営
で
も
あ
h

得
ょ
う
、
此
場
合
ぞ
れ
は
租
税
の
形
式
に
於
て
徴
収
せ
ら
れ
る
の
で
な
い
。

し
か
し
甲
園
内
の
購
入
能
力
が
削
減
せ
ら
る
、
駄
に
於
て
は
一
で
ゐ
る
。
又
賠
償
金
ざ
し
て
支
榔
は
る
、
も
の
が

如
何
な
る
牧
入
形
式
に
よ
り
て
国
民
か
ら
徴
牧
せ
ら
る
、
か
も
仔
細
に
吟
味
せ
ら
る
、
こ

F
T要
す
る
。
そ
れ
に

よ
り
て
物
債
の
上
に
作
用
す
る
様
式
が
種
々
で
あ
ら
う
か
ら
。
然
れ
ど
も
結
局
に
於
て
は
、
ぞ
れ
も
購
入
館
カ
の

削
減
に
よ
り
て
物
債
低
位
の
現
象
を
生
む
に
相
違
な
い
ご
思
は
れ
る
。
但
し
通
貨
膨
脹
に
基
〈
物
慣
騰
貴
に
際
し

て
、
焼
替
相
場
の
下
落
が
物
慣
騰
貴
の
率
よ
り
も
大
な
る
こ
ぜ
は
別
に
越
ぺ
た
る
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
事
情
が

此
際
ざ
れ
だ
け
協
働
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
立
入
る
こ
ご
を
さ
げ
る
。

忍
は
如
上
白
立
場
か
ら
、
ケ
イ
Y

ズ
の
所
設
に
承
服
し
が
た
壱
、
少
〈
も
私
の
理
解
し
得
ざ
る
、
数
多
目
酎
を
認
め
る
。

『
一
園
白
川
労
務
及
び

物
産
と
他
闘
の
一
労
務
及
び
物
産
と
の
聞
に
、
資
本
白
移
動
、
賠
償
の
支
携
、
勢
働
の
柑
山
割
的
能
率
白
山
積
化
、
或
は
そ
の
図
白
特
産
物
に
…
封
す
J

る
世

界
の
需
要
の
強
さ
白
濁
化
、
と
一
五
ふ
知
春
も
の
L

矯
め
に
、
経
湾
撃
者
の
所
謂
突
換
方
程
式
に
境
化
を
生
ず
れ
ば
、
購
買
カ
平
債
と
怨
替
相
場
の

平
衡
監
は
永
久
に
同
盟
改
せ
ら
る
与
に
至
る
で
あ
ら
う
』
。

ケ
イ
V

ズ
は
此
見
解
に
基
脅
、
一
九
一
九
年
以
後
一
九
二
一
一
年
に
至
る
主
で
の
弗
貨
を

以
て
測
れ
る
ポ

y
ド
、
ゴ
フ
ン
、

p
-フ
の
鴛
替
相
場
と
購
買
力
平
債
と
を
比
較
し
て
ゐ
る
。

『
一
九
一
三
年
以
後
交
換
方
程
式
に
あ
る
国
型
化
が
あ

ヲ
た
も
の
ら
し
〈
』
、
『
濁
逸
の
知
膏
種
々
の
監
に
於
て
、
一
や
衡
を
被
る
艶
動
の
遁
に
激
烈
で
あ
ヲ
た
所
に
て
は
、
一
九
一
三
年
を
基
準
と
す
る
購

買
カ
卒
債
と
貰
際
の
鴛
替
相
場
と
白
調
和
は
、
一
時
的
に
も
又
は
永
績
的
に
も
、
非
常
に
提
飢
さ
れ
た
も
白
で
あ
る
』
。

而
し
で
採
録
し
た
る
敷

字
に
訣
な
〈
ば
、

『
蹄
納
的
に
、
戦
争
の
財
政
的
結
果
は
、
時
貨
白
弗
貨
に
劉
ナ
る
際
貢
カ
平
債
の
均
衡
を
一
九
一
三
年
以
来
、
一
歩
乃
至
ニ
歩

吾A
.. n 

叢

購
買
カ
千
債
説
D
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O

五
厘
方
低
下
せ
し
め
た
と
推
論
せ
し
め
易
い
で
あ

b
う
』
と
云
ふ
。
な
は
、
相
互
需
要
目
盛
動
の
存
し
た
る
場
合
に
つ
い
て
、
か
ふ
る
主
張
の
成

立
し
が
た
き
己
主
を
漣
べ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
の
事
情
(
た
と
へ
ば
資
本
の
移
動
、
一
瞬
償
金
の
支
携
の
如
き
〉
に
よ
る
に
し
て
も
、
購
買
力
平
償
と
鴛

替
相
場
と
の
一
致
せ
ざ
る
の
は
、
均
衡
朕
態
白
成
立
せ
ざ
る
が
故
に
し
て
、
決
し
て
均
衡
の
位
置
が
購
買
力
平
・
債
の
勤
よ
り
遠
ぎ
か
れ
る
故
で
は

な
い
主
思
ふ
。
ケ
イ
ン
ズ
は
過
渡
的
な
る
べ
き
事
象
を
均
衡
的
の
も
の
と
解
し
て
ゐ
な
い
か
。

き
て
購
買
力
卒
償
読
は
此
の
如
〈
緩
和
せ
ら
れ
た
る
形
態
ぞ
ざ
る
ご
喝
さ
静
的
な
る
矯
替
相
場
、
又
は
貨
幣
の
静

的
謝
外
債
値
を
説
明
す
る
も
の
ざ
し
て
許
ち
れ
得
る
さ
思
J

。
勿
論
こ
れ
は
、
購
買
力
の
比
率
が
一
義
的
じ
鴬
替

相
場
に
落
ち
つ
く
ぜ
こ
乃
な
決
定
す
る
さ
式
ム
意
味
hr-
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
静
的
状
態
に
あ
り
で
は
、
購
買
力

平
憤
日
』
鴻
替
相
場
さ
の
相
一
致
し
相
均
衡
す
る
こ
さ
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
、
こ
の
賠
に
於
て
は

債
格
に
閲
す
る
静
的
法
則
ご
し
て
知
ら
る
司
、
生
産
費
法
則
、
又
は
費
用
法
則
さ
て
も
、

ζ

れ
守
」
趣
h
T
異
に
す
る
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
す
る
ぜ
こ
ろ
は
、
競
争
の
十
分
仁
行
は
る
、
ぜ
」
ニ
ろ
、
債
格
芝
生
産
費
さ
が
相
一
致
す

る
さ
云
ふ
に
止
ま
る
。
生
産
費
が
必
十
債
格
を
自
己
の
大
さ
ま
で
に
引
き
つ
け
る
ぜ
云
ふ
の
で
は
な
い
。
生
産
財

の
債
格
そ
の
も
の
、
従
ひ
て
生
産
費
そ
の
も
の
が
襲
化
す
る
。
而
し
て
、
債
格
も
ま
わ
ん
供
給
数
量
の
麓
化
に
つ
れ

で
動
〈
、
二
者
の
歩
み
よ
り
に
よ
り
て
生
産
費
ご
債
格
さ
の
一
致
を
見
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
す
ぺ
て
の
経
梼
的

敷
量
は
相
互
依
存
の
閥
係
に
立
つ
、

一
方
が
軍
に
他
方
を
決
定
す
る
さ
云
ふ
こ
さ
は
あ
り
得
ぺ
か
ら
ざ
る
こ
ぜ
で

あ
る
。
勿
論
購
買
力
平
債
誌
は
決
し
て
、
静
的
調
外
債
値
の
究
極
的
な
る
説
明
三
は
稿
し
が
た
い
。
此
説
明
が
加

何
な
る
仕
方
に
於
て
行
は
る
ぺ
き
か
は
、
前
じ
遁
ぺ
允
る
さ
こ
ろ
で
あ
る
。
然
れ
ざ
も
‘
ぞ
れ
の
大
曜
の
落
も
つ



〈
委
を
示
す
も
の
ご
し
て
は
十
分
な
る
串
間
的
債
値
を
認
め
ら
れ
て
い
、
さ
思
ふ
。

購
買
力
卒
債
読
は
金
本
位
同
相

E
聞
の
矯
替
相
場
を
誼
明
し
得
令
、
そ
の
説
明
は
国
際
貸
借
設
の
み
が
よ
く
し

得
る
さ
ζ

ん
で
あ
る
さ
云
ふ
見
解
も
一
膳
は
思
ひ
っ
か
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
れ
ど
も
、
在
の
見
る
さ
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
金
本
位
園
相
互
問
先
る
ぎ
不
換
紙
幣
園
相
互
間
た
る
さ
を
聞
は
や
、
震
替
相
場
の
市
償
、
印
ち
勤
的
債
格
さ

し
て
の
潟
替
相
場
は
す
ぺ
国
際
貸
借
設
に
よ
り
て
誼
明
し
得
ら
る
k

は
や
で
あ
る
{
ゐ
る
場
合
、
園
際
貸
借
読
が

現
賓
の
潟
替
相
場
守
説
明
し
特
や
ぜ
見
ら
れ
た
る
こ
ご
が
あ
る
、
し
か
し
こ
れ
は
此
の
皐
読
の
適
用
に
つ
い
て
十

八
伊
に
々
の
行
は
れ
う
川
、
当
保
件
の
そ
こ
に
存
す
る
か
否
か
の
吟
味
J
M

刊
か
さ
だ
る
足
解
で
あ
る
さ
思
ム
)
。
而
し

τ、

静
的
債
格
ざ
し
て
の
翁
替
相
場
に
至
り
で
は
.
た
さ
ひ
金
本
位
園
相
互
の
聞
に
つ
い
て
も
や
は
り
購
買
力
平
憤
読

に
よ
り
て
説
明
し
得
ら
る
ぺ
き
で
は
な
い
か
さ
思
ふ
。

金
本
位
闘
相

E
聞
の
免
替
相
場
は
国
際
貸
借
設
に
よ
ち
て
説
明
し
得
ら
る
ぺ
し
さ
云
ふ
に
し
て
も
、
ぞ
れ
に
よ

り
て
説
明
し
得
ら
る
、
も
の
は
た
Y

、
動
的
な
る
鴻
替
相
場
で
ゐ
る
。
而
も
此
動
的
債
格
さ
で
も
常
に
動
き
得
る

一
定
の
限
界
が
あ
り
、
そ
れ
が
金
の
現
議
結
に
よ
り
て
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
限
界
そ
の
も
の
は
国
際
貸
借
設
白
鴎

の
説
明
し
得
る
さ
こ
ろ
に
あ
ら
守
、
云
は
Y

そ
の
中
に
さ
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
異
分
子
で
あ
る
。
ま
ロ
不
換
紙
幣

国
相
互
聞
の
潟
替
相
場
に
つ
い
て
も
、
そ
の
市
債
は
す
ぺ
て
園
際
貸
借
説
の
み
が
こ
れ
を
説
明
し
得
る
。
そ
の
静

的
債
格
に
至
h
て
は
購
買
力
平
債
設
に
よ
・
り
て
説
明
し
得
ら
る
、
こ
さ
云
ふ
ま
で
も
な
き
こ
ご
で
あ
る
が
、
金
本

八
一
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位
園
相
互
間
の
鴬
替
相
場
に
つ
い
て
も
、
静
的
債
格
、
即
も
そ
の
落
も
つ
〈
ぜ
こ
ろ
は
た
Y

購
買
力
卒
慣
設
の
み

の
説
明
し
得
る
芝
こ
ろ
で
あ
る
さ
云
は
れ
得
な
い
か
。
金
の
現
遺
賠
が
臆
落
の
限
界
を
か
ぎ
る
さ
云
ふ
の
は
園
際

貸
借
設
中
の
異
分
子
で
あ
る
が
、
此
異
分
子

-
Z、
は
ま
さ
し
く
、
購
買
力
卒
債
読
の
一
方
面
ご
し
て
見
ら
る
ぺ
き

も
の
で
あ
ら
う
。

今
、
金
本
位
園
聞
の
矯
替
相
場
に
つ
い
て
考
へ
お
。
此
場
合
、
購
買
力
平
憤
詑
は
何
等
支
配
の
借
地
な
き
ゃ
う

に
考
へ
ら
れ
よ
う
。
(
勿
論
矯
替
相
場
は
し
ば
ん
¥
、
購
買
力
比
宅
、
共
他
の
事
情
か
ら
現
法
駐
を
割
る
。
か
t

、
る

場
合
に
於
て
、
購
買
力
卒
債
の
傾
向
が
作
用
し
て
ゐ
る
さ
見
う
れ
得
は
し
よ
う
。
併
し
蕊
に
は
、
此
帽
の
事
情
を

離
れ
て
考
へ
る
)
。
何
さ
な
れ
ば
、
震
替
相
場
の
勤
き
う
る
限
界
は
大
瞳
金
の
現
選
結
に
よ
り
て
限
ら
る
、
か
ら
。

然
れ
ざ
も
進
み
て
考
ふ
る
仁
、
購
買
力
卒
債
設
の
主
張
は
潟
替
相
場
が
物
債
の
比
率
ご
一
致
す
る
さ
一
再
ふ
に
あ
る
。

然
る
に
、
何
れ
の
金
本
位
凶
に
ず
」
り
て
も
、
金
は
特
殊
な
る
地
位
を
占
む
る
商
品
で
あ
る
。
を
の
需
要
が
無
限
に

大
ざ
な
り
う
る
商
品
で
あ
る
、
少
く
も
国
際
的
交
通
に
つ
い
て
は
さ
う
見
る
こ
さ
が
出
来
る
。
ぞ
れ
故
に
、
震
替

相
場
を
決
定
す
る
ご
こ
ろ
の
物
債
の
比
率
を
見
る
場
合
に
於
て
、
之
を
此
際
金
の
債
格
の
比
率
ご
し
て
考
へ
う
る
。

金
の
需
要
は
無
限
に
大
な
り
得
る
が
故
に
、
物
債
の
比
率
を
構
成
す
る
場
合
、
こ
れ
に
劃
し
て
他
の
財
の
債
格
を

(
物
債
指
敷
は
常
に
あ
る
一
定
の
目
的
を
以
て
構
成
せ
ら
れ
る
η

購
買
カ

看
過
す
る
こ
さ
が
出
来
る
わ
け
で
ゐ
る

手
債
の
考
察
に
つ
い
て
は
轍
出
入
の
範
園
に
入
り
こ
な
財
に
つ
い
て
の
み
そ
れ
を
構
成
す
る
、
し
か
し
金
が
自
由

Haberler， New Index Number， Quarterly J川市alof Economics， May， 1928. 15) 



に
出
入
し
う
る
さ
き
に
は
、
そ
れ
に
劃
す
る
需
要
の
無
限
に
増
加
し
得
る
金
の
み
を
え
ら
び
、
需
要
の
有
限
な
る

他
の
財
を
轄
く
見
る
。
加
重
の
際
、
金
に
極
大
の
重
み
を
加
へ
他
の
財
に
有
限
一
定
の
重
み
を
加
ふ
る
矯
に
、
事

質
に
於
て
は
他
の
財
の
債
格
を
看
過
し
て
、
問
題
ざ
す
る
物
債
指
数
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
)
。

か
く
て
金
の
現

選
貼
は
金
本
位
幽
聞
に
於
け
る
此
意
味
の
購
買
カ
卒
債
じ
外
な
ら
向
。
此
場
合
、
購
買
力
平
慣
が
一
の
定
ま
れ
る

大
き
仁
非
ず
し
て
、
上
下
の
限
界
を
も
っ
二
の
現
迭
貼
聞
の
大
き
で
あ
る
こ
ご
は
、
何
等
問
題
ご
す
ぺ
き
こ
さ
で

は
な
い
。
不
換
紙
幣
幽
閉
じ
於
け
る
購
買
力
平
慣
に
於
て
も
、
ぞ
れ
は
一
の
定
ま
れ
る
大
さ
で
は
な
く
、

一
定
の

限
界
的
一
間
じ
あ
る
ご
こ
ろ
の
あ
る
範
闇
で
あ
る
こ
さ
は
、
前
に
謹
べ
た
る
芯
こ
み
か
ら
知
h
J
得
る
こ
さ
で
あ
る
。

橋
爪
数
授
は
此
貼
じ
つ
い
て
の
一
の
新
な
る
、
而
も
注
目
す
ぺ
き
見
解
を
後
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
『
或
は
叉
、
ヵ

ツ
セ

Y
購
買
カ
卒
債
設
に
存
す
る
前
述
の
難
貼
を
顧
慮
し
て
、
そ
の
主
張
を
多
少
緩
和
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
凡
ゆ

る
潟
替
現
象
を
一
貫
し
て
説
明
す
る
の
も
有
力
な
る
一
傾
向
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
こ
の
試
み
は
、
金
本
位
制
度

を
採
用
す
る
諸
国
聞
に
於
て
は
、
物
債
卒
準
が
大
瞳
均
等
化
す
る
か
ら
、
金
平
債
は
郎
も
購
買
力
卒
債
仁
合
致
す

る
こ
さ
に
よ
っ
て
、
容
易
仁
達
成
さ
れ
得
る
さ
思
ふ
』
。

私
見
は
金
平
債
を
以
て
、
特
殊
の
場
合
に
於
け
る
購
買
力
卒
債
は
句
ざ
す
る
。
構
論
に
多
少
の
無
理
あ
る
こ
ず
」

を
思
は
な
い
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
主
張
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
結
論
は
大
瞳
事
質
に
あ
て
は
ま
る
さ
恩
ふ
。
橋
爪

敢
授
の
見
解
は
金
平
慣
が
購
買
力
平
債
に
合
致
す
る
ぎ
す
る
に
あ
る
。
し
か
し
事
買
は
果
し
て
き
う
で
あ
ら
う
か
、

ti品
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そ
れ
に
よ
b
て
潟
替
相
場
の
現
選
結
の
範
園
に
落
も
つ
〈
こ
さ
を
説
明
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
教
授
の
立
論
か
ら

云
へ
ば
、
震
替
相
場
が
金
卒
慣
に
落
も
つ
〈
の
は
物
債
水
準
が
大
韓
均
等
化
せ
ら
る
h

か
ら
で
あ
る
、
却
も
購
買

力
平
債
が
こ
れ

ε
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
此
説
明
が
十
分
に
あ
て
は
ま
る
鴻
に
は
、
金
本
位
制
を
採
用
す
る
各

固
に
於
て
は
物
債
水
準
が
大
韓
一
致
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
此
事
、
佐
直
接
に
事
買
に
つ
い
て
し
ら
ぺ
る

こ
さ
は
極
め
て
困
難
で
あ
ら
う
ο

然
れ
ざ
も
、
こ
れ
を
間
接
に
し
ら
ぺ
る
こ
ご
は
必
十
し
も
難
事
で
は
な
い
。
此

詑
明
の
仕
方
か
ら
は
火
一
の
如
く
に
論
結
せ
ら
れ
得
る
。
若
し
金
本
位
圃
相
互
に
於
け
る
鴻
替
相
場
は
購
買
力
平
憤

に
よ
り
て
定
ま
る
故
に
金
卒
債
に
合
致
す
る
も
の
な
ら
ば
、
矯
替
の
金
平
慣
に
合
致
し
て
ゐ
る
ぜ
こ
ろ
、
購
買
力

卒
慣
が
そ
こ
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
、
戟
前
の
各
国
物
債
は
均
等
化
せ
ら
れ
て
ゐ
た
は
や
で
あ
ら

ぅ
。
而
し
て
同
様
な
る
理
由
に
よ
り
て
、
今
日
の
各
国
物
債
も
ま
た
予
フ
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、
戦

前
に
於
げ
る
物
債
指
数
を
基
準
さ
し
た
る
各
金
本
佐
圃
の
物
債
水
準
は
大
龍
一
様
で
あ
る
べ
き
は
中
で
あ
る
。
然

る
に
こ
れ
が
如
何
に
ま
ち
/
、
ー
で
あ
る
か
は
統
計
の
数
字
か
ら
容
易
に
知
b
得
る
芯
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ほ
、
ま
た

物
債
水
準
の
直
接
な
る
比
較
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
全
然
不
可
能
の
こ
さ
で
も
な
い
。
職
前
、
金
本
位
園
相
互

聞
に
於
て
、
品
川
替
相
場
が
大
瞳
金
卒
債
に
よ
り
て
定
め
ら
れ
た
る
さ
き
に
於
て
も
、
北
米
合
衆
国
の
物
債
が
英
国

の
そ
れ
よ
り
も
、
英
国
の
そ
れ
は
ま
た
伊
太
利
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
さ
云
ふ
風
に
、
各
国
の
物
慣
に
あ
る
程
度
の

差
異
が
あ
っ
た
事
は
ほ
Y
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
今
日
に
於
て
、
此
比
較
が
如
刊
な
る
結
果
に
到
達
す
る
か
は
私
の



知
り
得
ぎ
る
さ
こ
ろ
で
ゐ
る
が
、
各
闘
に
於
げ
る
物
慣
が
全
〈
均
等
化
し
て
ゐ
る
ぜ
云
ふ
結
果
を
聾
断
し
う
一
へ
き

理
由
は
な
い
芯
思
ふ
。
要
す
る
に
、
金
本
位
国
相
互
間
に
於
け
る
潟
替
相
場
は
金
卒
債
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
て

ゐ
る
。
市
も
、
此
狭
き
範
園
の
動
き
が
購
買
力
比
率
に
従
ふ
も
の
で
あ
る
ぜ
す
る
な
ら
ば
、
購
買
力
の
割
合
の
謹

化
は
、
此
狭
き
範
閣
を
超
え
ま
る
は
や
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
こ
れ
は
事
賓
の
示
す
さ
こ
ろ
で
は
な
い

ご
息
ふ
。
在
の
主
張
は
な
は
一
の
思
考
買
離
に
よ
り
て
た
し
か
ら
め
ち
れ
得
る
さ
思
ふ
。
甲
乙
雨
金
本
位
国
一
か
あ

り
、
何
等
か
ら
突
接
的
事
情
の
震
に
甲
閣
の
物
債
が
急
に
以
前

ω竿
分
仁
低
落
し
、
乙
闘
の
物
債
は
以
前
の
ま
、

で
あ
る
さ
し
て
も
、
須
替
相
場
は
金
平
慣
に
於
て
定
ま
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
購
買
力
千
慣
は
以
前
の
二
分
の
一

に
念
-
麗
し
て
ゐ
る
。
も
ず
』
よ
り
、
こ
の
、
も
、
物
債
の
均
等
化
の
運
動
の
行
は
る
、
こ
さ
は
全
然
別
の
問
題
で
あ

る
。
此
の
如
く
金
本
住
制
度
の
存
す
る
さ
こ
ろ
、
物
債
の
如
何
に
拘
は
ら
令
、
震
替
の
金
卒
慣
じ
支
配
せ
ら
る
、

こ
さ
は
、
購
買
力
卒
債
の
故
に
持
替
が
金
平
債
に
落
も
つ
〈
さ
云
ふ
見
方
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
で
は
な
い
か
。

震
替
相
場
が
現
透
貼
か
ら
慈
し
〈
離
れ
得
ぎ
る
こ
芝
、
此
勤
に
よ
り
て
動
き
が
可
な
り
に
束
縛
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ

さ
は
、
私
見
ざ
異
な
れ
る
購
買
力
卒
債
の
見
方
か
ら
は
殆
ぜ
説
明
せ
ら
れ
が
た
い
事
で
ゐ
る
ぎ
思
ふ
。

前
に
遮
ぺ
た
る
が
如
〈
、
在
見
に
多
少
の
無
理
が
あ
る
こ
さ
を
自
ら
考
へ
ぬ
の
で
は
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
金

本
位
園
聞
の
怨
替
相
場
仁
つ
い
て
購
買
力
卒
債
の
支
配
に
よ
ち
そ
れ
が
現
法
鮎
を
離
れ
が
た
い
さ
云
ふ
主
張
を
確

買
に
打
も
た
る
に
は
此
外
に
考
方
が
な
い
や
う
仁
思
は
れ
る
。
各
金
本
位
闘
に
於
け
る
金
物
債
の
著
し
き
差
異
は

在
を
し
て
か
う
信
壱
ざ
る
を
得
5
ら
し
め
る
。
も
さ
よ
り
こ
れ
は
、
多
分
貫
盆
な
き
一
試
論
で
ゐ
ら
う
。

論

叢

購
買
力
平
債
設
の
一
考
察
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